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1．は じ め に

　 関西 に 生 まれ育 っ た 人間に と っ て 初 め て 経 験す る振動

と衝撃 は， 1 月17日午前 5 時46分 ，阪神 ・淡 路 地 区を襲

っ た。こ の 地 震 は 当 社 の 六 甲変電所 （神 戸 市灘 区） で最

大加速度499gal （震度 7＞， 中津変電所 （大 阪市北 区）

で 206gal （震度 5 ）を観 測す る な ど，想像 を絶 す る規

模 で あ っ た が ，後刻判明 す る被害 か ら すれ ば 人 的被害 の

最 も少 な い 時 問 帯 で あ っ た と 言 え る。当 社 に お い て も，

始 発 電車 が 走 り始め た こ ろ で 神 戸 線 を 中心 に 脱 線 車 両 が

多か っ た が
， 負傷者が 少 な か っ た の は 奇跡的 な幸運 で あ

っ た。

　復 旧 に あ た っ て は，鉄道 の 社会的使命に か ん が み ，ま

た被災地 に お け る 交通手段 を回復す る た め， 1 日 も早 い

回復 を実現す る べ く， 全社
一

丸 と な っ て 取 り組 ん だ。ま

た ， 沿 線住民 の 皆様をは じめ，関係官庁や施工 会社等 の

絶大なる協力を得 て ， 8 月末予定の 全面復 旧 を大幅 に 短

縮 し， 6 月12日に 全線 開 通 を迎 え る こ と が で きた。

2．被 害 概 要

　全線 に お け る被害箇所 は ，土 工 関係 で 26筒所 ， 高架橋

を含 む 橋梁関係 で 70箇所，停車場関係 で 64駅，軌 道 関係

で 31箇 所，民家倒 壊等 に よ る 限 界支障 が 25箇所，ま た 脱

線等 に よる被害車両は 92両 に も及 ん だ n そ の 大 部 分 が 神

戸 線 と宝 塚 線宝 塚 駅 付近 に 集中 した。その 中 で も被害 の

大 きか っ た もの が ，三 宮駅，住吉 川 付近 の 擁壁 ， 西 宮北

冂 〜夙 川 駅 1．6km 間 の 高架 橋 お よ び 伊丹駅 の 4 箇所 で

あ っ た。

　こ の た め，京都線 は 震災当 H に，宝 塚 線 は 3 日 後 に 全

線で 営業 を 再開 した が ，伸戸線 の 全通 に は 長期 の 復 旧 作

業が 必要 と な っ た。
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3，震災直後 の 状 況

　 5 時46分 地 震 が 発生 ，そ の 直後 に 地 震 2 号指令 が 発 動

さ れ ，列車無線 に よ り全 列 車 に 緊 急 停 止 の 指 示 が 出 され

た 。 ま た，技術関係部署 に 対 して も地震指令 が 発令 され ，

施設の 点検 が 指示 され た。

　 5 時51分 に 甲陽 線 を運 行中の 列 車 よ り苦楽園 口 駅 入 駅

中に 脱線 と の 無線連絡が 入 り，運転指令 よ り全列 車 に 乗

客 を安 全 な 場 所 に 避 難 誘 導す る よ うに 指 示 が 出 され た 。

そ の 後続 々 と各列 車お よび 各施設 の 状況 を知 らせ る報告

が 入 っ た。

　本社 に は 大 阪 市内や 京阪
・
近鉄 沿線 の 社員 が い ちF く

か け っ け，情報収集や 点検 ・復 旧 等 の 対 応 に あ た っ た。

7時 に鉄 道 本 部 長 を対策本部長 とす る 地 震 災害対策本部

が 本社 に 設置され，以後復 旧方法 や 運行再開時 期 等の 決

定 が こ の 場 で な され て い っ た 。

　
一．・

方，最 も被害 の 大 きか っ た 神 戸線 で は，神 戸 線施設

担当課 長 が 午前 7時 に 西 宮 北 口 駅 に あ る 事務 所 に 到 着，

直 ち に 夜 業 勤 務者
・
事務所 に 隣接 す る 独 身寮の 鉄道施 設

部所属社員お よび 出社 して き た社 員等を集め ， 2名 1組

に して情報収集の 業務 に つ か せ た。

　 午前 8 時頃か ら情報収集係 お よ び 地震時 の 巡 回担当者

か らの 報 告 が 入 り始 め る が，NTT 回 線 は ほ とん ど 不通

状 態で 事業 用 電話が 頼 み の 綱 で あ っ た。こ の た め ， 社員

お よび 施工 業者 に 対す る 非常呼 出 し も，通信機能の まひ

に よ り不可能な状態 が 終 日続 い た 。

　 こ の ような状態の 中 で ， 情報 を 分 析 し本社 と も連 絡 の

うえ，運 転 再 開 の N 標 を梅 田〜
西宮北 口 駅問 に 定め ，そ

の 区間で 被害の 大 きい 武庫 川 橋梁 ， 塚 凵 跨線橋，下 猪 名

川 ・東 猪名川 橋 梁 の 復 旧 に 正 午 か ら着 手した、一
方，軌

道の 通 り狂 い
・
陥没等 が 広範囲に わ た っ た ため ， 京都線

施設課 に 採石 運搬 の 応援 を 求 め た 。

　 西 宮 北 口 駅 以 西 に つ い て は ，西宮高架橋 ・住吉 川付近

擁壁の 損傷 が 大 き く， 午 後 2時10分 に施工 業者 の 設計技

術 者 と共 に 現 地 調 査 を開始 した。 こ れ と 同時 に，線路構

造物の 余震 に よる二 次災害 を防止す る ため，危険 区域の

立 入 禁 ［E＃． 置 を講 じた。

　 道 路 の 渋 滞 に よ り，作業 員 ・建 設機材 の 到着が 遅 れ て

い た が
， 午後 5 時頃 か ら梅 出 〜

西 宮北 口 駅問の 復 旧 が 本

格化 し，最後 の 武庫川橋梁 の 仮復 旧 作業 が 終 了 した の は

翌 日 の 午前 4 時 45分 で あ っ た。そ の 後 5時 5分 よ りこ の

間 の 試 運転 を行 い ， 5 時17分 に 営業列車 の 運転を開始し

た。

土 と基礎，44− 3 （45s）
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　午 前 9時30分 に 鉄道施設部長等関係者 と施工 会 社 各社

が 西宮北 冂 の 施 設 課事 務 所 に集 合 し，こ れ まで の 現 地 調

査 の 結果 を も と に ，復 旧 方法，工 期 ，復 旧 費 等 の 復 旧 対

策案 の 作成 に 取 りか か っ た。ま た，後 日 若干の 変更 は あ

っ た もの の ，こ の 時の 復 旧対策案 を も と に ， そ の 後 の 復

旧作業 が 行 わ れ た。

　社 内の 担 当に つ い て は，当 初 駅 ビ ル の 被害が 大 き く，

再建 が 必 要 と考 え ら れ て い た 三 宮駅 と伊 月駅 に つ い て鉄

道企 画室 （現鉄 道 統 括 室）が ， そ れ 以外 に つ い て は 鉄道

施 設 部 が 担 当す る こ とと なっ た 。

　以 下 で は 当社 で 最 も被害 の 大 きか っ た西宮高架橋 の 被

害 と復 旧 に つ い て ま と め た。

4．西 宮高架橋の 被害 と復 旧

　駅 間2，7km の うち，1．6km を占め る 西宮高架 橋 は 昭

和42年 に 完成 した 高架橋 で ，上下線 を別 々 に 支持す る 1

線 1柱 式 の RC ラ
ー

メ ン で あ っ た。今 回 の 地 震 に よ り，

512本 の 柱 の うち 490本 が 損傷 し ， 下 り線 801n，上 り線

300m に わた り完全 に 横倒 しの 状 態 とな っ た （口 絵写真

一20）。ま た，高架下 の 大部分 は 店舗 と して 利 用 して お

り，こ れ らの 施 設 に お い て も甚 大 な 被害が 生 じた。

　復 旧 に 当 た っ て は 同区間が 当社 で 最 も被害 が 大 き く，

全線開通 の キ
ーとな る こ とか ち ， 鉄 道施 設部 の 工 務 グ ル

ープ を 中心 に 相当 の 検 討が な さ れ た。

　震災当 H は 梅 田〜西 宮北 口 駅 間の 復 旧 を最優先 と した

た め， 2 日 目以降 に お い て ，詳細 な被害調査 と共 に 危険

箇所 を設定 し， 架道橋部分等 の 早急 に 工 事可能 な とこ ろ

に つ い て は 危険物 の 撤 去作業 を開始 した 。 しか し ， そ の

ほ か の 大 部 分 に つ い て は 立 入 禁止区域 を設 け る等 の 暫定

措 置を講 じ る こ とに よ り，余震に よ る二 次災害の 発生防

止 に努め た 。

　 こ の 区間 は 高架 下 を店舗 と し て 利用 して お り，こ れ ら

の テ ナ ン ト （142件） との 立 退 き交渉 が 復 旧 工 事開始 の

大 きな条件 とな っ た。しか し ， 通信施設 お よび 交通機関

の ま ひ 等に よ リテ ナ ン ト との 交渉 は遅 々 と して 進 まず，

長期化す る状 況 とな りつ つ あ っ た 。また ，当 社 と して も

復 旧 の 具体的な検討 に 時間 を要 し た た め ， テ ナ ン トに 対

して も復帰時期 を提示す る こ とが 困難 で あ っ た こ と も交

渉 をよ り難 しい 状 態 に して い っ た こ とは 否定 で きな い 。

　 1 月 下 旬 に こ の よ うな 状 態を打 開す る た め，テ ナ ン ト

交渉を担 当 して い た流 通 本部 か ら仮設店舗 に よ る 対応案

が 提示 され，早急 に 建 設可能 な用 地 の 検 討 を始 め た 。こ

の 打 開案に よ り紛 糾 して い た 交渉 が 収束 に む か い ，3 月

上旬 に は すべ て の テナ ン トの 撤去 が 完 了 した。

　 こ の テナ ン ト交 渉 と並 行 して ，鉄 道施 設 部 の 工 務 グル

ープ で は 高架橋復 旧計画 の 検 討 が 行 わ れ て い た 。は じめ

て 具 体的 な復 旧対策案 が 示 され た の は 1 月27日の 対策本

部会議 で あ っ た、こ こ で は 1 日 も早 い 仮復 旧 を目指 した

単線施 工 案 と本復 旧 の 早期実現 を 目指 した複線施工 案 の

2 案 が 提 示 され た。

　   　単線施工 案

　　 ・比 較 的被害 の 小 さ か っ た 下 り線 の 既設高架橋を補

　　　強 し，単線運 転 に よ り営 業 を再開す る。

　　 ・上 り線構造物 の 建設は 同時 に 開始 し，そ の 完成後
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　　　既設下 り線 を撤 去 し本設構造物 を建設す る。

　  　複 線 施 工 案

　　 ・
すべ て の 既 設 高 架 橋 を撤 去 し，複 線 同 時 施 工 とす

　 　 　 る。

　 こ れ に 対 し運転担当か ら は ， 単線運 転 で は すべ て の 列

車 を10両連結 と して も現行 の 半分程 度 の 輸送 力 しか 確保

で き な い との 指 摘 が あ っ た。

　 2 月 1 日，こ れ ま で の 議 論 を整 理 した 結 果 ，輸 送 力 の

欠如 に よ る 混 乱 の 回避 ， 高架橋全体 の 構造的安定性等 を

考慮 し，複線施工 案 の 採 用 を対策本部 会 議 に お い て 決 定

す る と と もに，復 旧 目標 を 8 月末 と定 め た （口 絵写真一

21）。

　 こ の 決定 を受け、鉄 道施設部 で は 工 期 の 短 縮 を図 る た

め に ， 以 下 の 点 を中心 に 詳細検討 お よ び 関係機関 との 折

衝 を開始 した。

　 第
一一

に道路 交差部分 の 鋼桁 お よび 両端の 橋 台に つ い て

は 既 設 構造 物 の 補 強 に よ り対 応 す る こ と と し た。こ の た

め
，

レ
ー

ル レ ベ ル につ い て は 現状 と 同 じ くす る こ と とな

っ た。

　 第二 に 高架橋 を SRC 構造 とす る こ と に よ リス パ ン 長

を12m （既 設 6m ） と し，杭 ・柱 の 本数 を減 らし，工 期

の 短 縮 を図 る τ二夫 を行 っ た。

　 第三 に ラ
ー

メ ン 高架橋 の 両端 を 張出 し形式 と し，コ ン

ク リートス ラ ブ桁 の 施 エ工 程 を省 く形 式 に し た。

　 第四 に超早強 コ ン ク リ
ー

トや プ レ キ ャ ス ト高欄，ダク

トを採 用 した 。

　
一

方工 事 は 延 長が 艮い こ と もあ り， 6 工 区 に 分 割 し，

テ ナ ン トの 協力 が 得 ら れ た と こ ろ か ら順 次 撤 去 作業 に 着

手 した。撤 去 は 大 型 ク ラ ッ シ ャ
ーに よ る破砕作業が 中心

と なる た め ，大 きな振動 が 発 生 す る。こ の た め ， 1 日 で

も早 い 復 旧 を 目指 し昼 夜作業 を行 うべ き と こ ろ で あ るが ，

破砕作業 に つ い て は 地 震直後 で もあ り，近隣住 民へ の 配

慮 か ら ，
目 中の み の 作業 と した。また ，後 日発生す る地

中梁 の 撤 去 に つ い て は， コ ア 抜 きや ダ イヤ モ ン ドカ ッ タ

ー
に よ る撤去 と し，近隣住民 へ の 配慮を行 っ た。

　ま た，振 動 と共 に 粉 塵 に よ り洗 濯物 が 汚 れ る との 苦情

が 殺到 した た め，共 同の 乾燥機 を現場近 くに 設置 し，付

近 の 方 に 利 用 し て もら うこ と に した 。

　人 貝や 資 材 の 面 に お い て は，工 期短縮 を 図 る た め に，

経 済べ 一
ス を越 え た 投 入 が ，現場担当者 の 判断 で 行 わ れ

た。そ の 量 は 4 か 月 半 の 期 間 に ， 作 業 員 6 万 人，建 設 機

械 9580台，鉄 骨3　000t，鉄 筋2400t ，コ ン ク リー
ト21000

m3 に もの ぼ っ た。ま た ， 行 政 サ イ ドか らは 資材置場 と

して 公 園の 提供 を受け る な ど絶 大 な る協 力 を得，当 初予

定 よ り 2か 月あ ま り工 期短縮 し， 6 月12 日 に 全線開通 と

な っ た （ロ 絵写真
一22）。

5．お わ り に

　当社 は か ね て より経年 が 進 む 土 木構造物 の 現 状 を考慮

し，21世 紀 を 目指 した
「
長 期 防 災 ビ ジ ョ ン 」 を平成 5年

度 に 策定 し，平 成 6 年度 を
「
防災元 年 」 と位 置付 け 新 た

な ス タートを切 っ た ば か りで あ っ た。

　今後 は 震 災に よ り得 られ た 貴重 な教 訓 を 踏 ま え ， 同 ビ

ジ ョ ン の 見直 しを含む 総合的 な防災体制 の 再構築 に 着手

し て い き た い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔原稿受理 　1995．lO．9）

58 土 と基礎，44− 3 （458）
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